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阿
蘇
市
営
住
宅
（
現
在
約
9
0
0
戸
）
の
約
8
割
が
、
耐

用
年
数
を
超
過
し
、
老
朽
化
で
適
正
管
理
が
困
難
と
な
り
、

そ
の
多
く
が
「
住
め
な
い
住
宅
（
安
全
性
が
確
保
で
き
な
い
）」

に
近
付
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
市
営
住
宅
を
実
現
す
る
た
め
、
建
替

え
を
中
心
と
し
た
再
整
備
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、

住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ◆
事
業
実
施
上
の
基
本
事
項
 

○
築
年
の
古
い
団
地
か
ら
事
業
着
手
し
ま
す
。 

○
廃
止
後
の
住
宅
用
地
に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
用
地
・

宅
地
分
譲
等
、
地
域
再
生
に
つ
な
が
っ
て
い
く
用
途
利

用
を
検
討
し
ま
す
。 

○
入
居
対
象
者
は
、
現
在
建
替
対
象
団
地
に
住
ん
で
い
る

入
居
者
で
す
。 

○
建
築
場
所
は
、
入
居
者
の
利
便
性
・
経
済
性
・
地
域
づ

く
り
等
を
総
合
的
に
判
断
し
て
決
定
し
ま
す
。 

○
再
整
備
事
業
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
に
、『
政
策

空
家
』
手
法
を
用
い
ま
す
。 

※
『
政
策
空
家
』
と
は
、
入
居
者
の
一
時
移
転
や
取
り
壊

し
等
を
目
的
と
し
て
、
補
充
入
居
を
せ
ず
に
空
家
の
ま

ま
管
理
す
る
手
法
の
こ
と
で
す
。 

　
竹
田
市
と
阿
蘇
市
と
の
「
災
害
時
広

域
相
互
応
援
協
定
書
」
調
印
式
が
、
７

月
１９
日
、
両
市
の
市
長
ほ
か
消
防
本
部

消
防
長
、
消
防
団
長
ら
出
席
の
も
と
、

阿
蘇
市
役
所
で
行
わ
れ
、
協
定
書
に
両

市
長
が
署
名
・
押
印
し
、
今
後
の
相
互

応
援
に
つ
い
て
提
携
し
ま
し
た
。
県
内

に
つ
い
て
は
、
市
町
村
間
で
取
り
決
め

が
あ
り
、
必
然
的
に
相
互
応
援
を
し
ま

す
が
、
他
県
に
つ
い
て
は
取
り
決
め
が

な
い
た
め
、
今
回
県
境
の
ハ
ー
ド
ル
を

越
え
て
竹
田
市
と
協
定
を
結
ん
だ
も
の

で
す
。
応
援
内
容
は
、
災
害
応
急
処
置

に
必
要
な
職
員
の
派
遣
、
食
糧
・
飲
料
水
・

生
活
必
需
品
の
提
供
、
避
難
・
収
容
施

設
の
提
供
、
輸
送
支
援
、
医
療
支
援
な

ど
で
す
。
こ
の
ほ
か
竹
田
市
と
は
、
観

光
面
、
中
九
州
横
断
道
路
整
備
実
現
に

向
け
て
な
ど
様
々
な
面
で
協
力
関
係
に

あ
り
相
互
交
流
で
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。 

 

　
第
二
期
目
と
な
る
各
地
区
（
一
の
宮
・

阿
蘇
・
波
野
）
地
域
審
議
会
の
第
一
回

会
合
が
７
月
３
日
か
ら
５
日
に
か
け
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
地
域
審
議
会
は
、
合
併
に
よ
り
市
民

の
意
見
が
市
の
施
策
に
反
映
さ
れ
に
く

く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

区
域
に
か
か
る
施
策
な
ど
に
関
し
て
、

市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
会
合
で
は
、
委
嘱
状
交
付
の
あ
と
会

長
及
び
副
会
長
を
選
出
。
市
の
建
設
計
画
、

総
合
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
あ
と
、
委
員
間
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
換

し
ま
し
た
。 

〔各地区地域審議会委員〕　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同、敬称略）※( )は居住地または勤務地 

一の宮地区 

志賀　昭男（坂　梨） 

鍋島　亀幸（宮　地） 

宮�　昭光（坂　梨） 

山部謙一郎（宮　地） 

江藤　　晃（北坂梨） 

宮�　英雄（坂　梨） 

井　　佳子（宮　地） 

河野　政雄（宮　地） 

相部　弘子（宮　地） 

工藤　重行（宮　地） 

市原　恭市（北坂梨） 

中川　竹久（坂　梨） 

岩下　二夫（中　通） 

田中　廣士（宮　地） 

岡田　惠子（宮　地） 

会 　 長  

副 会 長  

 

 

 

 

 

 

委 　 員  

阿蘇地区 

本田　幸�（狩　尾） 

家入　憲照（狩　尾） 

本田　二男（乙　姫） 

谷�　千浪（黒　川） 

西岡ヤス子（黒　川） 

洞田貫真也（内　牧） 

家入　絹代（内　牧） 

宮本　龍紀（黒　川） 

中村　裕典（湯　浦） 

佐伯　省五（黒　川） 

山本　文昭（乙　姫） 

江入　鐵雄（跡ヶ瀬） 

成田　一秋（小　倉） 

國武　　香（役犬原） 

小島ヤス子（西湯浦） 

波野地区 

阿南　　洋（笹　倉） 

齋藤　英子（小地野） 

橋本　幸生（小地野） 

古澤　清行（滝　水） 

阿南　重継（笹　倉） 

志賀　清伸（小地野） 

首藤　洋子（笹　倉） 

岩瀬葉津子（横　堀） 

藤井　栄治（中　江） 

城井　榮作（小　園） 

坂梨　光一（大　道） 

楢木野和幸（楢木野） 

古澤志喜男（中　江） 

岩下　和海（中　江） 

後藤五十子（滝　水） 

安
ら
ぎ
あ
る
住
環
境
を
め
ざ
し
て 

地
域
の
声
を
市
政
に
！ 

各
地
区
地
域
審
議
会
を
開
催 

阿
蘇
市
営
住
宅
再
整
備 

○内牧地区 
（H20～H24年度　建設予定） 
 ・事業計画概要 
　小里地区に集約団地を建設し、竹林団
地については全部集約団地へ移転後、用
途廃止します。新橋・小里・番出団地に
ついては一部集約及び現地再編を行います。 
 ・建物構造等 
住棟RC3階建×4棟　1棟20戸 
（1DK・2DK・3LDK）集会所・公園等 
 
○宮地中央地区 
（H21～H24年度　建設予定） 
 ・事業計画概要 
　池尻団地・東池尻・九門団地の集約再
編を計画します。 
 ・建物構造等 
　本年度の基本設計で決定します。 
　（内牧地区と類似構造を検討中） 
 
※今後、既入居者を対象とした、事業
　説明会等を実施します。 
〔問い合わせ先〕建設課公営住宅係　TEL 22－3187 

◆今 後 の 事 業 展 開 
　まずは、老朽化の著しい、次の地域に 
　ついて本格的に事業着手します。 

～阿蘇市営住宅整備の基本目標～ 

◆　安心とゆとりある暮らしを 
　　生み出す住まい 
◆　誰もが住みやすさを感じる 
　　住まい 
◆　地域づくり・地域再生に 
　　貢献する団地 

竹田市と災害時の相互応援協定 

▲一の宮地区地域審議会のもよう 


